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４．経済
１．現在の仕事

・「正社員（公務員を含む）」は男性で87.6％、女性で57.9％。
・女性の15.7％は「専業主婦（結婚準備中を含む）」。
・アルバイトや派遣・嘱託社員等の正社員ではない被雇用者は、男性で4.8％、女性で20.9％。

・本調査の回答者の動向は全国の動向とほぼ重なっている。

参考）総務省「就業構造基本調査」
34歳以下の大学・大学院卒の男性では、「正社員」83.2％、アルバイト等の「非典型雇用」7.8％。

同じく女性では「正社員」53.1％、「非典型雇用」20.9％、「専業主婦」14.4％。

＊ 本調査回答者には20歳代後半以降の者しか含まれていない。
表１  現在の従業上の地位ないしは状態

	
	N
	正社員
	公務員
	契約社員・嘱託・派遣社員・パート･アルバイト
	自営業・自由業・家族従業者
	専業主婦・結婚準備
	その他

	男性
	765
	70.8%
	16.7%
	4.8%
	4.2%
	0.0%
	3.4%

	女性
	632
	49.2%
	8.7%
	20.9%
	2.7%
	15.7%
	2.8%


注：その他は、求職中、資格取得準備中、進学準備中、なにもしていない、有償ボランティア等が含まれる。
・現在の勤め先の業種は分散が大きい。

・男性では「情報・通信・運輸」「建設・製造」業勤務が多い。

・女性では「医療・保健・福祉」「情報・通信・運輸」「建設・製造」業勤務が多い。

表２  現在の仕事の業種
	
	N
	建設・製造
	情報･通信・運輸
	卸売・小売
	金融･保険・不動産
	飲食店・宿泊・ｻｰﾋﾞｽ
	医療･保健･福祉
	教育
	公務
	その他

	男性
	740
	16.1%
	16.8%
	13.8%
	14.3%
	8.5%
	7.4%
	3.1%
	15.4%
	4.6%

	女性
	513
	11.1%
	15.8%
	9.7%
	13.5%
	8.8%
	17.3%
	7.6%
	12.3%
	3.9%



注：N=不明を除く有職者                                                   性別ｐ＜.001
・勤め先の規模も分散が大きい。しかしながら、300人未満の小規模な中小企業勤務者と、1,000人以上の大企業勤務者とに二分される傾向がみられる。

・男女で分布に差が認められない。

表３  現在の仕事の勤め先の規模
	
	N
	99人以下
	100～299人
	300～499人
	500～999人
	1,000～4,999人
	5,000人以上

	男性
	740
	22.3%
	13.5%
	8.8%
	12.0%
	23.7%
	19.6%

	女性
	513
	27.0%
	17.2%
	8.5%
	 8.7%
	19.9%
	18.7%



注：N=不明を除く有職者                                                     性別n.s.
・現在している仕事の職種は、男性では分散しているが、女性は圧倒的に「事務」職に集中している。女性事務職は女性の過半数を占めている。

・男性では「営業」「専門」「事務」職が多い。

・女性では、「事務職」についで「専門」職が多い。

表４  現在の仕事の職種
	
	N
	専門
	管理
	事務
	販売
	営業
	保安
	ｻｰﾋﾞｽ
	運輸･通信
	製造
	その他

	男性
	738
	24.0%
	7.9%
	22.1%
	5.0%
	29.3%
	3.4%
	5.4%
	1.5%
	1.2%
	0.3%

	女性
	514
	29.6%
	2.9%
	50.6%
	4.3%
	 5.8%
	.8%
	5.3%
	0.2%
	0.2%
	0.4%



注：N=不明を除く有職者                                                   性別ｐ＜.001
２．結婚と子ども
・半数以上がまだ未婚。結婚して、配偶者とともに生活しているのは、男女とも４割前後である。
表２　現在の婚姻上の状態

	
	N
	未婚
	既婚
	離別・死別
	不明

	男性
	765
	59.3%
	38.8%
	1.2%
	0.7%

	女性
	632
	53.8%
	44.0%
	2.1%
	0.2%



                       （不明を除くと） 性別n.s.
・女性のほうが結婚するのが早いが、現在すでに結婚している人の中での平均初婚年齢は、男性28.52歳、女性27.97歳。その差はわずか0.55歳にすぎない。
・子どもがいる人は２割（22％）。そのうちの64％が子ども１人、35％が子ども２人。

・本調査の回答者は、若年層で女性が多いので、男女で子どもの有無・人数に差はみられない。
３．同居の世帯
・２割が「一人暮らし」。
・「1人暮らし」を除くと、半数が親やきょうだいなどと同居しており、もう半数が配偶者を含む世帯で暮らしている。生まれ育った家族と一緒に暮らしている人たちが３人に１人を占める一方で、結婚していて配偶者と新たな世帯を構えている人たちも４割弱いることになる。
・子どもはまだいない人が多いので、配偶者と２人暮らしの人と、子どもも含めて新しい家族をつくっている人とはほぼ同数である。
表４ 同居世帯

	N
	一人暮らし
	親と同居
	配偶者と同居
	その他
	不明

	1397
	21.5%
	36.1%
	
	
	37.7%
	
	
	3.7%
	0.9%

	
	
	
	親のみと同居
	親・きょうだいのみと同居
	
	配偶者のみと同居
	配偶者と子のみと同居
	
	

	
	
	
	19.8%
	11.9%
	
	17.8%
	17.8%
	
	


４．経済
・経済的生活の基盤となる収入は、もっとも多いのが年収「400～500万円」という層で、全体の４分の１を占める。つづいて多いのが「300～400万円」で、分布は大きい。
表５  年収の分布

	N
	収入なし
	200万円未満
	200～300万円
	300～400万円
	400～500万円
	500～600万円
	600～700万円
	1000万円以上
	不明

	1397
	5.5%
	9.7%
	13.8%
	20.4%
	26.4%
	12.7%
	5.8%
	3.7%
	1.9%
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図１  年収の分布  （％）
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